
P A I S A
～ コ ロ ン ビ ア 日 記 ～

日々のあれこれ
　¡Ho la!  皆さんこんにちは。先日は「鳥取県協力隊を育て
る会」様より、年末のギフトとしてお餅等、たくさんの日
本食が届きました。現地の方々と集まる機会に頂こうと思
い、まだ少ししか味わえてはいませんが、地球の裏側まで
どんな道のりをたどってきたのだろうと想像すると有難さ
もひとしおです。コロンビアでの初めての年末年始に大事
に頂きたいと思います。

〇「PAISA」って？
　私の住んでいるメデジン市
で使われている言葉で、「地
元の人」という意味です。2
年間で私も「PAISA」の仲間
入りしたいという想いを込め
てこのタイトルにしました。

　配属先の市役所では、毎年必要な方に車いすを提供するプロジ
ェクトを行っています。3回の訪問で評価→車イス提供→モニタ
リングの流れで実施していますが、この訪問の過程に同行し、よ
り本人の自立に役立つための改善提案等を行っています。
　貧困エリアは特に街の中心部から離れた、写真のように階段に
囲まれた場所で暮らしている方も多く、社会参加の大きな障壁に
なっています。室内では車いすが使えても、一歩外に出ると使え
ないので家族が背負って移動している方もいました。すぐに大き
な変化は難しいですが、1人でも多くの人が市民としてコミュニ
ティに参加し、当事者目線でのまちづくりが進められるように、
協力隊という私の立場でも出来ることをやっていきたいです。

車イス提供
プロジェクト

コロンビアのクリスマス

所感

　コロンビアは国民の多くがカトリックな
ので、クリスマスは宗教的にとても大切に
されています。日本のように12/24・25だ
けでなく、1か月かけて様々なイベントが
あり、何度も家族で集まりお祝いしま
す。ただ、クリスマスは同僚や友人とい
うより家族で集まることが多いので、少数
派の外国人として過ごしているとホームシ
ックのような寂しい気持ちにもなる時もあ
ります。せっかくなのでたくさん出かけて
お祭りムードを楽しみたいと思います。

　もうすぐ派遣から1年が経とうとして
います。大きな組織の中で、言葉の壁
から情報も得づらく、自分の無力さを
感じる日々でした。そんな中で同僚や
ホストファミリーを中心に、本当に多
くの方々に支えらました。落ちこんで
いるといつでも周りの人が話を聞い
て、抱きしめてくれます。ネガティブ
な感情もきちんと表現して共有するこ
との大切さを教えてもらいました。あ
と1年、小さいことでも求められたこと
に真摯に向き合い、コロンビアの美し
い景色をたくさん見て、何よりやっぱ
り安全に元気に過ごしていきたいと思
います。
　日本の皆様も良いお年をお迎えくだ
さい。

　コロンビアではアジア人は珍しく、道
端で見られたり「チノ(中国人)」と言わ
れたりすることが日常です。「アジアで
はネズミを食べるんでしょ」もよく聞か
れます。多くの人は全く悪気はありませ
んが、嫌な気持ちになることもありま
す。その度、私自身も相手に対して勝手
なイメージで捉えていないか、自分自身
も振り返るようにしています。

果物いろいろ

　今回はtomate  de  á rbo l、直訳すると
「木のトマト」について紹介します。ス
ーパーではフルーツコーナーに売って
います。その名の通り木になり、普通の
トマトと同じナス科です。コロンビアを
含むアンデス地域でよく食べられていま
す。皮は渋いので食べません。果肉もそ
のまま食べると酸味が強いので、ジュー
スやコンポートとして食べることが一般
的です。日本で売っているトマトジュー
スのような野菜感は少ないですが、トマ 板　華子（いた　はなこ）
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トマトっぽい味もしま
す。美味しいので南米に
来られる機会があれば是
非お試しください✨


